
研究室ホームページ：

※お問い合わせは秋田大学 産学連携推進機構まで

研究キーワード

予想される応用例 産業界へのアピールポイント

研究概要

https://www.materials.eng.akita-u.ac.jp/research-content/staff/list.html#kawano
大学院理工学研究科 物質科学専攻 材料理工学コース 河野研究室

放射線計測を目的とした蛍光体材料
の創製

河野 直樹 准教授
Naoki Kawano

博士（工学）

大学院理工学研究科 物質科学専攻 材料理工学コース

シンチレータ、有機無機ペロブスカイト型化合物、透明セラミックス、ガラス

シンチレータの開発
シンチレータとは放射線に対して即発的に

発光する蛍光体材料です。シンチレータと光
検出器を用いることで、高エネルギーのX線や
γ線、中性子などの放射線を高効率に計測する
ことが可能になります。シンチレータに必要
な性能は用途によって様々ですが、陽電子画
像診断装置や放射光施設における実験の一部
ではシンチレータの高速応答性が不可欠です。
高度なシンチレータ
入射された放射線に対して、高速な応答

（高い発光量、短い寿命）を示すシンチレー
タを開発することを目指しており、放射光に
対し高い応答性を示す有機無機ペロブスカイ
ト型化合物を中心とした開発を行っておりま
す。さらに当該材料に限らす、ガラスやセラ
ミックスなど多種多様な蛍光体材料の開発を
行っております。

光物性科学、放射線科学

・陽電子画像診断装置
・放射光施設における実験
・手荷物検査装置

量子井戸構造を有する有機無機ペロブスカイト型化合物
だけでなく、様々な次元性を有する化合物の作製が可能
です。さらに、室温及び低温下における光物性評価、室
温下における放射線応答性評価が可能です。
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